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ミストへのプロジェクションマッピングを用いた生け花演出手法の提案

吉田 陽菜 ∗　　水野 慎士 ∗

概要. 本研究ではミストとプロジェクションマッピングを用いた生け花の新しいデジタル演出手法を提案
する．この演出手法は「雲の上の生け花」をコンセプトとしており，容器内に発生させたミストを雲に見立
てて，その上に直接花を生けることができる．その際，花を生けるたびにミストには花の色に対応した光
が投影されて，光の帯が渦巻き状に伸びていく．異なる色の花を生けることで，光の帯も様々な色で伸び
ていきながら融合するため，まるでゆっくりと回転する雲に合わせて伸びていく虹のような雰囲気となる．
これにより，生け花とインタラクティブな映像を組み合わせた新しい体験が可能となる．

1 はじめに
日本の伝統文化とデジタル技術を組み合わせたコ

ンテンツは伝統文化が持つ魅力を新たに引き出すこ
とができ，伝統文化自体に対する興味や関心を集め
る効果も期待されるなど注目されている．そして，
プロジェクションマッピングや空中映像を歌舞伎に
取り入れた超歌舞伎 [1]の大阪万博での上演が決まっ
たり，城のプロジェクションマッピングショーが毎
年開催されたりするなど [2]，伝統文化とデジタル
技術を組み合わせは観光資源の一つにもなっている．
より身近な伝統文化とデジタル技術を組み合わせる
試みも行われており，最近では茶道をデジタル技術
で拡張するための茶室「寂隠」が作られている [3]．
そのような中で，著者らは日本の伝統文化として

生け花に着目していくつかの作品を制作した．その
中には，生け花とデジタル影絵を組み合わせた作品
[4]や，生け花へのインタラクティブなプロジェク
ションマッピング [5]などがある．これらの作品で
はベースとなる生け花自体は出来上がっており，体
験者が花を生けるという行為は行わない．
本研究では花を生ける行為をプロジェクションマッ

ピングで演出する手法を提案する．この手法はミス
トで満たされた容器に花を生けながら，生けた花の
色を反映した映像がミストに投影される様子を鑑賞
するという，新しい生け花の楽しみ方を提供する．

2 提案する生け花演出手法について
提案する生け花演出手法は「雲の上の生け花」を

コンセプトとしている．花を生ける場所はミストで
満たされた容器で，体験者は実際にミストの中に花
を生ける．その際，花を生けるたびに花の色に対応
した光がミストに投影されて，光の帯が渦巻き状に
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図 1. 提案する「雲の上の生け花」

に伸びていく．異なる色の花を生けることで，光の
帯も様々な色で追加されて，伸びながら互いに融合
する．そのため，ゆっくりと回転する雲に合わせて
伸びていく虹のような雰囲気となる．提案手法は，
花を生けるというアナログ行為を通じてインタラク
ティブなデジタル映像をダイナミックに変化させる
という，従来の生け花の枠を超えた体験を提供しな
がら，生け花の新しい魅力を引き出すことを目指す．
図 1に「雲の上の生け花」の様子を示す．

3 実現手法
3.1 システム構成
「雲の上の生け花」の実現には，容器内をミスト

で満たし，ミストに生けられた花を検出してその花
の色に基づく映像をミスト上に投影する必要がある．
システム構成を図 2に示す．花を生ける容器の中

には水が入っており，水中に超音波ミスト発生器を
設置する．水は超音波によって超微細化されてミス
トとなり，空気より重いため容器内に溜まって雲の
ような状態になる．水中には生けた花が固定される
ように網やスポンジも設置している．RGBDカメ
ラを容器上方に設置して，下方のカラー画像および
深度画像を撮影する．カラー画像と深度画像は同サ
イズで，各画素は互いに対応している．プロジェク
タも容器上方に設置してミストに映像を投影する．
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図 2. システム構成

3.2 システム処理手順
植物を用いたプロジェクションマッピングは他に

も報告されており，そこでは赤外線カメラを用いて
葉の検出を行っている [6]．この手法では初めに赤外
線画像から手動で葉の領域を抽出したあと，葉の形
状が楕円体であると想定して葉の領域を追跡するこ
とでインタラクティブな映像投影を実現している．
しかし，本研究での検出対象は次々と追加される様々
な形状の花であり，花の色も取得する必要があるた
め，同様の手法の適用は困難である．
そこで，本研究では容器上方から撮影した深度画

像を用いてミスト内に生けられた花を検出する．ミ
スト面の深度を事前に測定して，深度画像に対する
しきい値処理でミスト面上方に存在する物体領域を
抽出する．そして，抽出領域に対する領域融合やノ
イズ除去を施して得られた各個別領域をそれぞれ花
領域とする．各花領域にはラベリングを行い，領域
重心に基づく追跡処理も行う．新しい花が追加で生
けられた場合には，領域追跡処理によって既存の花
領域と新しい花領域の識別を行う．
各花の色は撮影したカラー画像における各花領域

の重心位置の画素値を用いる．そして，その色を持
つ帯オブジェクトを生成する．帯オブジェクトは多
数の四角形を一列に接続した構造で，各四角形の頂
点位置を制御することで様々な形状の帯を表現でき
る (図 3)．新たな花が生けられると，その花領域に
対応する位置に取得した花の色の帯オブジェクトを
長さ 0の状態で配置して，時間経過に伴って帯オブ
ジェクトを渦巻き状に伸ばしていく．これにより，
花が生けられるたびに新しい帯オブジェクトが生成
されて，前述した領域追跡処理の効果で長く生けら
れている花ほど対応する帯オブジェクトも長くなる．
ミストに投影する映像は帯オブジェクトをCGで

可視化したものである．各帯オブジェクトをアルファ
ブレンディングすることで，虹のような雰囲気が生
成される．投影映像内で花領域に相当する位置には
マスク画像を配置して帯オブジェクト映像をカット
することで，映像を上方から投影する際に帯オブジェ

図 3. 帯オブジェクトの構造と形状変化の様子

図 4. 花の色を反映した光の帯が伸びていく様子

クト映像が花に重ねて投影されることを防いでいる．

4 実験とまとめ
システムを実装して実験を行った．ミストを満たし

て花を生ける容器は直径80cmで，モバイルプロジェ
クタと RGBDカメラ (Kinect)を容器の 170cm上
方に設置した．使用PCは iMac(Core i9)で，C++
でOpenCVとOpenGLを用いて実装した．
ミストに花を生けると花の色を反映した光が花の

直下のミスト上に出現して，徐々に渦巻き状に伸び
ていくことが確認できた (図 4)．別の色の花を生け
ると新たな光がミスト上に出現して渦巻き状に伸び
ていき，既に存在していた光の帯と融合していった．
花を増やしていくと様々な色の光の帯が融合して虹
のように観察された．その結果，雲の上に伸びる虹
の上に花を生けている雰囲気となった (図 5)．
「雲の上の生け花」をいけばな龍生派家元の吉村

華洲氏に見てもらった．吉村氏からは，生けた花の
色に反応して展開する表現は面白く，これまでのコ
ンテンツからの進歩を感じるとの感想を得た．また，
生け花は花や枝同士の立体バランスが重要で，そこ
にミストが三次元的に絡むと面白いのではないかと
いう意見も得られた．このような生け花専門家の意
見も参考にして，今後は新たなミストの使い方や映
像パターンの多様性を追求していくつもりである．

図 5. 花の追加に伴う光の帯の変化の様子
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